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系列 IuJ )の長時間にわたる性貴 (staticあるいは globalな性貿)はAqによって



































(2) lql>> ∫ ; 間欠性韻域
この領域では入qは次の様に展開できる｡
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ーや､単に重みづけ (Wlal+W2a2 + ･･･ ;における W)のパラメーター
ではなく､指数的特性量 f(V,β) (入q)への加算的量E(N,V)(Un)の寄与を
(2-10) ((2-ll))のようにコントロールしているものである｡

























q =a･q+b , (2-22)
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A(Z)≡ ｣まム tan-1[志 ]7r (2-39)
この複素分配関数は多価関数であり､一対の対数的分岐点をZ=±iq兼にもっている｡
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くf◆(Ⅹ) for x∈E2･≡ (0･1】,
f(A)= i














x ≡Ⅹ◆nでもち､その周りで､f◆(x)=1-C (x-x◆n) 2と展開できるとする｡こ
こでCは正の定数である｡マップf(x)の典型例を図2.5に示してある｡数値実験を行
うに際し次のマップを用いた｡

































Co(t)≒ exp (-t/To) (2-48)
u7)
伝)A1
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and x>Ofrequentlyoccur (a)･ Asthesystem
appTOaChesthetransitionpoint,theinteTmit-






SerleS ?? ? ???? ?? See
ここで､
TG= 1/1n (1-2p)~t ∝ 8.-1'2 (2-49)
は相関時間である｡これより､拡散係数DQは
























Tg.∝ (1nS'.~l) -1, (2-54)
Dg* Cg(0)tanh (1/2Tg)/2
≒ p/2 =1/4DG ∝ 8.1'2｡ (～-55)
対称性変数G(x)の喝合と逆に､臨界点に近づくと､相関時間r9と拡散係数D9は零に
価)
























Ag ≒ 2Dg一旦 苦 土 ･ (q<<qc)
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Fig･2･10･ Scalipglawsof 入qforbursts･ The






























































α_干q)- 1ape,I::,'p;三 '(三 二 ; ',e:(eb-a;,I(':::;
(2-63)
αの最大値a."および最小値αminは､それぞれαmxとα(∞)=uH〉=a/p､










pA (α )da(1-p)+(ト p)A(α)a(b-a)p
a-α
(2-64)
I d= pl-a (2-65)
揺らぎの範囲より pn(α)=0 ;α>a(∞)および α<a(-∞)であるから､
a>α(∞)と α<α(-∞)では 6(α)=∞ である｡a-o'(α)曲線で表現された
6(α)のスペクトル構造が図2.13に示されている｡スペクトルはα=<αn>=bで
最小値♂(α)=0をとる｡この最小値の近傍でα(α)は漸近的に次のように展開できる｡

















6(a)-‡了 f lb-TbPL Iα-αillnIα-a±卜 . (2-67)


































































亡｡ =DinJ Re;iα') (3-8)
式(3-5)杏(1-6)式に代人することにより､次式を得る｡





Qn'q'- Q三q'+ 弓′Jia'exr卜 的 iα'+ γia')n] (3-10)
ここで
Q 三q'= JiO' (>o )
u三郎 ≡ zme去α' (luミα'l≦7r)
γ三α'≡ Reモミα'-亡｡ (>0)
上式の.こ′は α=0を除く和を意味している｡また､Q 三q)のプーリェ変換より























<Un> ≡ 入8n ( ^8= <uJ> )
∩-I ∩-I












D -音8+ E Cnn-1
for n→∞ (3-15)
(3-16)
式 (3-12)で定義されたQ 三q)のプーリェ変換 Eq(U)は (3-13a)を用いると
q一･0の時､
･｡(W)≒号2賀o(an- a･)elWn
ここで an≡ Jn- 2I)n ｡上式を(3-12)と比較することにより




は有限にとどまることがわかる｡また a=0の場合は jく¢)≡ litn(Jjo)- 1)/q之q◆8
=-こ′j(ct)｡以上より次式を得る｡α




ここで exp卜 ∈ouO]は Frobenius-Perron演算子のα番目の固有値であり､Kαは












(2) Iql>> 〟 ; 間欠的領域
この領域の1qはく2-6)のように展開できる｡式(3-9)より､ ±^●は有限である
から､Iql-←∞のときIeqlは発散することがわかる｡これより(3-11C)の左辺第2
項は大きくなることがわかる｡次にこっの特別な場合を考える｡(a)γjα)→ ∞ と (b)
γ48)→ o ここで q -+ E∞ (Sは+あるいは-)とする｡




2ReJjα'+2elU･ exp(-γ jα')Re 【JjCt'exp(- iuiα') 】
(3-24)
(b)γ去α㌧ o as q -'8∞
この場合､モードの寿命が無限大になる｡このようなモードをβモードと呼ぶことに
する｡振動数W三8)の近傍において､このβモードからのE｡(W)への寄与は


































1+ 4 eq) レ 2- 1 '
α` ●'】 2β 【1-γq
くα ' α`■'](28-1) lyq - vq
I
くα)γ9 ≡ eXp卜 ∈iα'】･
ここで (α,α')≡ (0,1)あるいは (1,0･)である｡上記の結果より
Q評 = QLS'+Ji.'(-1)ne羊p (-γ｡n),
=q(u)≡












Q<-I _uJSj と_0.1708210 -q(>1) e-.(≫汀)


































































I.… W○ γ○ rq






Jiα'= ( 【γiα ' 】 2+ [1+γAα' ] β- 3 i hiα',
(α)
ここでγ｡ ≡expr-∈iα']でありhiα'は
hiα' [_i-γ｡ -α‥'】{α''】 [1-γ｡

















































































































































































































































equiHbrium･statisticatmechancs strangesets limeseries VelocitystructurerunctiolSint bulence
〟paTticlenumber ln(1/〟 〟 ln(1/r)
e-E ♪.~t ex - AV(r)
ど:totalenergy (X〝≡∑I=nluj)
β(-1仏 r)inVerselemperature 1-〟 q ♪
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意(u)- a ((I-q)D.] 7dq-(q^q) 新 .=bLp.)
ihttrna]energy-. (≡α) L_(岳d), (=-A)
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完全自己相似 F ,AF indep. indep.
統計的自己相似 PR ,SS dep. indep.




F主g･4･2･ h versuslq g 3 < Nh> forvariou s values
of aandpR -type .
適切
たf(x)はf(x)=1-f(1-Ⅹ)なる対称性をもっている｡記号化の規則は
o≦XJ<｣ ｢ ; I

























































































































Z (∩;β)=tr exp卜 βH(n)】=廿zk(β) (4-42)kJl
ここでZk(β)=treXp(-βHk)(1n Zk=0(N))､はメンバ kーの分配関数
である｡-つのメンバ-当りの自由エネルギ-は





























































































































































I I 1 I I
1) u8+ul+u2十････････+u J =n J
2 2 2 2 2
2) u B+ul+u 2十････････十u J =n J
● ● ●
N N N N N
N) u〇十uI+u2+- ････.･･+uj=nJ
n十<nJ!<･･- ･- <ng の喝合
q-∞ ･最大値nコをもつメンバーのみ寄与 :九･-彊 nご/j






















































































































































































































































































































聴覚 (時系列型認識) : 耳学問
視覚 -(パターン型認識) : 見る事は信じる事
これを逆にしてみるとその本質が益々よくわかってくる｡すなわち､見るだけでは学
問にならず､聴くだけでは信じる事ができない｡視覚によるパターン型認識は直観的理
解であり､それによる直接的納得感が悟をもたらす｡他方､伝えるべき情報の言語表現
という時系列化を通して理解することが学問である｡テレビ (パターン)が伝える情報
量は莫大でありそれはラジオ (時系列)の比ではない｡苦､テレビの持つ莫大な情報量
のみに目をうはわれ､テレビによる子供の教育の楽観的な有効性を解く教育評論家がい
たが､大宅壮-氏のテレビによる一億総白痴化の方が正しかったことはテレビの歴史の
教えるところである｡テレビによる教育は現代でも行われているが､学問からみると､
それは学問が学問としてあるところの最も本質的でないところでテレビが本賞的な役割
をはたしているといえよう｡学問の本員は､情報の言語表現による時系列化にある｡学
問の内容は本として出されるが､本は文字の列すなわち､記号力学系よりなっている｡
事を単純化､理想化したものである｡このような単純な立場から思いつくままに種 の々
仔監
ものを二つのタイプに分けると､下のようなものが得られた｡
時系列型 パターン型.
運動 構造
弁証法 構造主義
分析 直感
音楽 ､絵
ダーウィン リンネ
カオス フラクタル
実はパターン型認識は時系列型認識を生みだし､サポートしている場合が多い｡数学
における図や紀号のパターン的配列は､これなくして人間はその内容を理解しえないだ
ろう｡ただ面白いことに､解析幾何のように､数学からの図の追放という流れもある｡
単なる直観的 (バターン型)理解は危険であるということだろう｡
我々は§4-3においてイジング･スピン型パターンを解析した｡この場合はパター ン
といっても､スピンによ'る熱力学系のように統計的に均-なパターンである｡この様な
場合はパターンといえども物理的に取り扱う事ができる｡均一ではなくしその特異な不
均一性に意味がある場合は物理的に取り扱えない｡パターンの物理学としてはまず分規
学がある｡これは結晶学において見事に成功しており､最近ではペンローズ図形が発見
された｡しかし分類学は学問のレベルからいえば低いものである｡パターンのパターン
たる本員はそれの時系列化ができないところにある｡学問が情報の時系列化にあるので
あるから､パターンの物種学がいかに困難であるかが分かる｡パターンのパターンたる
本質である特異的意味性は物理学の手の届かない遥かかなたにあるといってよいだろう･.
またテレビなどで用いられるパターンの走査線による時系列化は単純な問題である｡注
目すべきことは簡単な写像からきわめて複雑なジュリア集合やフラクタル集合が得られ一
ることである｡逆に､与えられたジュリア集合 (フラクタル集合)からそれを生成した
写像を導出できたとすれば､この場合は､パターン(ジュリア集合､フラクタル集合)
の本質が抜き出されたことになり､パターンの学問的解析が成功したといえるだろう｡
我々は与えられたハミルトニアンからそれが示す巨視的性質すなわち熱力学的性質を尊
く方法を持っている｡この方法とはとりもなおさす統計熱力学である｡ところで与えら
れたDNAの核酸配列 (記号力学系)の情報 (ハミルトニアンに対応)からそのD.NA
を持つ生物の構造､性質 (熱力学的性質に対応)を導く方綾を我々はまだ持っていない｡
もしこの方法が完成すれば､DNAの核酸配列の情報およびその他の副次的情報から､
ある境界条件 (環境)のもとでどの様な生物が生成されるかがわかるだろう｡これは個
体発生の問題の究極的理解に尊くものである｡しかしこの理論を完成させるのは当然の
事として極めて困難であろう｡ただ出来あがった生物個体の構造の情報をテレビの走査
線のような情報としてDNAの中に貯えられてはいないであろう｡もっと要領よく､例
朋 )
えはジュリア集合の欄報はそれを生成させる写像の情報として表現できるが､この様な
やり方で情報がDNAの中に貯えられている可能性がある｡ このとき境界条件 (環境)
の役割は非常に重要であると思われる｡
(75)
